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研究に関するお知らせ 

 

唾液腺細胞診ミラノシステムの有用性を検証する 

先駆的な多施設共同研究   
 

成田富里徳洲会病院では、以下にご説明する研究を行います。 

本研究は、国が定めた指針に基づき、対象となる患者さま、お一人ずつから直接同意を得

るかわりに、研究の目的を含む研究の実施についての情報を公開することが必要とされてい

ます。研究結果は学会等で発表されることがありますが、その際も個人を特定する情報は公

表しません。 

 

 

■研究目的・方法 

唾液腺細胞診は、2004年に日本臨床細胞学会において提唱された唾液腺細胞診に関する新報

告様式に基づいて報告されていましたが、新たに唾液腺細胞診報告の国際標準として ｢唾液腺細

胞診ミラノシステム｣ が提唱されました。 

そこで今回、唾液腺細胞診の標本を、ミラノシステムを使って見直し、従来の報告様式と比べ

てどのような違いがあるか、最終的な病理診断とどの程度整合性があるのかなど多角的な検討を

行います。 

 

■研究期間 

当院倫理委員会承認日 ～ 西暦2022年3月31日 

 

■研究の対象となる方 

当院開院日（西暦2015年9月） ～ 西暦2019年12月31日に、当院にて唾液腺病変の 

穿刺生検及び手術摘出を行った症例 

 

■ご協力頂く内容 

上記の対象期間中に記録された下記診療情報 

  年齢、性別、採取部位、細胞診結果 

 

■研究組織 

研究代表機関： 沖縄医療生活協同組合 沖縄協同病院 病理診断科 樋口佳代子 

情報提供機関： 成田富里徳洲会病院、藤田医科大学医学部、東京医科大学、九州大学医学部、 

        久留米大学医学部、琉球大学病院、京都医療センター、愛媛大学附属病院、 

国際医療福祉大学三田病院、広島赤十字・原爆病院、呉医療センター、 

高知大学医学部附属病院（順不同） 
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■外部への情報の提供 

研究データの提供は、特定の関係者以外がアクセスできない状態で行います。 

 

■研究参加について 

研究への参加を希望されない場合には、研究対象から除外させていただきます。下記の連絡先

までお申し出ください。その場合でも、研究の対象となる方、その他に不利益が生じることはあ

りません。ただし、研究実施上、既に個人が特定できない状態で解析の対象となった場合など、

除外できない場合があります。 

その他、本研究に関するご質問等がありましたら、下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

 

照会先及び研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

成田富里徳洲会病院  所属：病理検査室  氏名：加藤 拓 

住所：千葉県富里市日吉台1-1-1 

電話番号：0476-93-1001（代表） 月曜日～金曜日 9：00～17：00 

 

 

 

 

 

 


